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　この春念願の小学校教諭として働きだした飯いい島じまが、健康診断の結果を見ながらこの世の終わりのような表情をしているので、まさか大病の兆きざしでもあったのかと肝を冷やしたらただ単に体重が増えただけだった。思わず拳を握って振りあげたくなるくらいに紛らわしい。

　っていうかたった二キロ増えただけだろ、んなの誤差の範囲だ誤差の！

　ソファに座った飯島が、診断結果の書かれた紙を延々と眺めては溜め息をついているので、俺は毟むしりとるようにそれを没収すると彼の上にのしかかった。温かい胴体の上でくつろぎながらテレビを付ける。

　付き合い始めて二年半。同棲を始めて二ヶ月と少し。

　まさか満員電車の中で手を繋いだのがきっかけで恋人ができるなんて、人生何が起きるか本当にわからないな。

　最初の頃の「下手を打って嫌われたらどうしよう」なんていう不安は俺の中からすっかり消えて、最近はようやく彼の前で自分らしく振る舞えるようになれたと思う。良く言えば関係性が馴染んできたということだろうけど、こんな調子で緊張感がなくなっていってマンネリ化していくのもそれはそれで問題だ。

　あーでも、この安心感は心地いい。

　このまま二人溶け合ってひとつになってしまいたいなんて、セックス以外で思う日が来るとは思わなかった。

　画面を見つめながら飯島のＴシャツをめくると、露あらわになった柔らかい腹の肉を揉もむ。横になって肘置きに頭を乗せる彼の上に俺がのしかかるような体勢だから、こちらのいたずらに向こうは不満そうに呻うめくことしかできない。

　うーん、確かにちょっと丸くなったかな。でもこの程度ならほとんど気にならないし、逆に触り心地が良くて楽しいし、何より同棲を始めてから体重が増えたってことは、要するにこれ幸せ太りだろ。恋人としては嬉しい。

「ぷにぷにだなー」

「やめてよ、もー……」

　飯島が仕返しとばかりにこちらの腹を摘まんできたけど、思った以上に俺の脂肪が少なかったらしく、彼は絶望的な表情で「明日からランニングしよ……」なんて独り言を漏らしていた。

「高たか野のさんすごいよね、なんでその体型維持できてんの」

「食う量がおまえの半分以下だからだろ」

「うっ」

「まずは運動以前に食事制限だな」

　俺の食う量が平均以下とはいえ、それにしたって飯島はよく食べる。パスタは必ず大盛りだし、定食のごはんおかわりだのラーメンに半ライスだ半チャーハンだミニ餃子だ、俺からしたらとんでもない量をぺろりといつも平らげている。代謝がいいから今までは問題なかったんだろうけど、このまま続けていたら緩やかに太っていって確実に中年太りだな。

　まあ食ったら食った分だけ肉付きが良くなれるのは羨うらやましいけどさ。中学、高校と必死で牛乳飲んだり肉食ったりしたのに、縦にも横にもまったく伸びなかった己の忌いまわしい過去が思い起こされる。

「職場で言われねえの？　太ったって」

「えーまあ……あ、そういえば」

　飯島があからさまに話題の矛先を逸らす。

「職場といえば、この前高野さんの話になって」

「へえ」

「なんか年上の恋人がいるって言ったら、意外だなーってみんなに言われたのと、あと名前が」

　唐突に飯島が言葉を切る。

　ん？

　テレビから視線を外して振り返ったら、彼はなぜか不満そうに眉をひそめながら俺を見つめていた。俺の髪を指で梳すきながら小さくつぶやく。

「……なんでもない」

「お？　おう」

　なんだなんだ突然。

　しばらく飯島が言葉を続けるのを待っていたけど、口を開いたかと思ったら彼は俺の髪で遊びながら関係のないことを聞いてきた。

「たのしい？　テレビ」

「うん」

　奮発して買った大型の液晶画面には、下から見あげたようなアングルで屋や久く島しまの縄じょう文もん杉すぎが映しだされている。樹齢二千年を超えるこの杉が伐採されず現存しているのは、幹の表面がでこぼこしすぎているせいで材木として利用しづらかったからだそうだ。映像と一緒に流れてきたナレーションで知る。なるほど。

「高野さん好きだよね」

「んー？」

「こういう番組」

「あー」

　飯島の問いに生返事を返す。

　最近は海外ドラマを毎週追いかけるのがしんどくなってきて、こういう大自然だとか世界遺産の旅番組ばかり録画して見る日々だ。雄大な風景美は仕事で疲れ果てた俺の心を癒やしてくれる。あー俺も旅行に行きてえー、いっそ国内でいいからさ。確かに癒やされることに違いはないんだけど、テレビ越しに美しい風景を眺めていると旅行欲が刺激されて、仕事なんか放りだして今すぐにでも旅に出たい気分に陥る。

　番組は屋久島の大自然から島の温泉地へと移動した。いいなー温泉。今度一泊旅行でもしようかな。箱はこ根ねとか鎌かま倉くらとか。もちろん飯島と二人で。こういう時恋人が同性だと、同じ大浴場に入れるから得した気分になる。あーでも露天風呂付きの和室とかも最高だな。二人で湯に浸かりながら日本酒飲みたい。

　飯島の指が、俺の髪から顔に移動してくる。

　するりと頬を撫でられて唇を摘ままれた。

「んむっ」

　それでも無視してテレビを見続けていたら、彼はしばらく俺の唇で遊んだ後おもむろに人差し指を口の中に押しこんできた。おえ。何がしたいんだこいつ。構ってほしいのかな。でも今はテレビに集中したいので、とりあえず適当に指を甘噛みするだけに留める。

　そのままほっとけば退ひくかなと思った俺が甘かった。

　いつまで経っても飯島の指が口から出ていかないんだ。俺の舌を弄いじくる程度ならまだいいんだけど、頬の内側や歯列にまで及ぶと途端に集中力が切れてしまう。かといって相手をすればよからぬことが始まりそうだし、でも俺はこれから始まる屋久島のグルメレポートが気になるし。

「んっ……」

　根負けして彼の指を舐めたら、飯島は反対側の手で俺の上半身をまさぐりだした。ほらなー。ペットでも撫でるみたいな手つきは最初だけで、脇腹や腰といった性感帯に似た場所を愛撫したり、優しく胸を揉むような仕草を見せたりと、あっという間に触り方がいかがわしいものへと変わる。

　何より耳元で響く彼の息づかいが、どんどん荒くなっていくのが一番露骨だった。隠しきれない下心が吐息からだだ漏れ。

「……ふ、っ」

　飯島はとうとう体勢を入れ替えると、俺をソファに寝かせて上から覆い被さってきた。すぐにＴシャツの上から乳首に触れてきて、指先で擦ったり引っ掻いたりしてくるのでさすがに抗議の声を上げる。

「……おい」

「んー？」

「俺まだ、テレビ見てる、んだけどっ」

「見てていいよ」

　いいわけあるかスケベ野郎！

　どうやら俺がテレビを見続けようとする姿勢が逆に燃えるらしく、飯島はいたずらっ子みたいに笑っている。俺に惚れてる時点でこいつは相当変わり者だけど、性癖はさらに輪を掛けてひどい。

　長く一緒にいて気づいたのは、どうやら飯島は抵抗できない俺を半ば無理やり組み敷いてするセックスが好きらしい、ということ。その気のない俺をあらゆる方法で発情させては、わざと気持ちのいいことを言葉で欲しがらせてくる。破廉恥極まりない単語をこれまで何度言わされたか知れない。

　前に性癖の話になった時、飯島がかなり困った様子を見せながらも「……目隠しして縛っていい？」と告白してきた時は大変だった。

　まず俺のネクタイで目元を隠されて、全裸にされた。さらに体の前で両手首を縛られどこかに連れていかれたので、恐る恐る場所を尋ねてみたら「玄関」なんて告げられたので心臓が止まるかと思った。

　場所が場所だから下手に声も上げられないし、ろくに身動きも取れず困惑する俺に飯島は最高潮に興奮していた。

「すっごい濡れてるよ。なんで？　ローション使ってないのにね？　おかしいな。ああそっか、俺にめちゃくちゃにされたくて濡れちゃった？　へえ、縛られて興奮しちゃうんだ高野さんって。変態」

　変態はおめーだろ言葉責め大好きのドＳ馬鹿！

　それから体の至るところを舐められて吸われて噛みつかれた挙げ句、前置きのひとつもなく立った姿勢のまま後ろから挿入されて俺の頭は真っ白。場所が玄関だというのも忘れて扉に縋りついてひたすら喘ぎまくった。

　泣いて鳴いて体の内側をこれでもかとぐちゃぐちゃにされた結果、俺は一度もペニスに触れられないまま後ろの快感だけでイって、飯島は俺の中に精液をぶちまけた。こんな感じ方は初めてだったし、間違いなく今までしてきたセックスの中で一番強烈で気持ちがよかった。思いだしただけでもぞくぞくする。

　おかしい。

　俺、自分は性癖まともだってずっと思ってたんだけど。

　気づけば飯島のやり口にすっかりハマって興奮している自分がいる。今だって、なし崩しで始まろうとしているセックスに、うっすら期待してしまっているし。

「……ッ、ん、……う」

　テレビを見続ける俺をよそに、飯島の指がねちっこい動きで乳首を攻めたてる。ぷっくりと腫れて固くなった先端をすりすりと指の腹で撫でられて、腹の底から痺れるような快感が湧いてきた。

「う……ぁんっ」

　粒みたいになった先端を指先で摘ままれた瞬間、堪えきれず一際高い声を漏らしてしまった。焦れる気持ちよさに、うっすらと涙まで滲んでくる。飯島に何度も何度も抱かれているうちに、弄られるだけで勃起するようになってしまった場所のひとつ。つい腰を揺らしてしまったけど、これじゃあ向こうの思うつぼだ。

　あっさりと懐柔されるのが癪しゃくで意地になってテレビの方を見続けていたら、彼は楽しそうに笑いながら耳元で囁いてきた。

「素直じゃないなあ」

「そう、かよ……ッ」

「体はこんなに正直なのにね？」

　オヤジか！　どこかで聞いたことのある使い古された台詞を吐きながら、飯島が俺の股間に手を伸ばしてくる。乳首を刺激されたせいですっかり大きくなってしまった俺のペニスに。

「あーあ」

　わざと呆れた口調で咎められて被虐心が疼うずく。うっかり囁かれただけで喘いでしまった。飯島は間違いなくＳだけど、だとしたら彼と相性のいい俺は充分すぎるくらいにＭってことなのかな。

「テレビ見たいんじゃないの？　だらしないなあ」

　スウェットの柔らかい生地越しにすりすりと膨れたペニスを撫でられた。乳首もいいけど、やっぱり性器への刺激は格別に甘くてたまらない。抑えきれない嬌声と一緒にゆっくり腰をくねらせる。

「……ひっ、……んんっ」

　完全に正常位の体勢だけど、顔だけはなんとかテレビの方に向け続ける。中に入れてほしくて腹の奥が焦れてきた。開いた両脚の間に飯島がいるから、腰を揺らすと飯島の股間に臀部が当たって気持ちがいい。覆い被さってくる飯島の気配と吐息が、俺の耳元を何度も掠める。

「あっ」

　番組が再び屋久島の自然を映しだしたところで、飯島がスウェットごと俺の下着を脱がした。勃起した俺のペニスを緩やかに扱き始める。

「ぁ、あっ、あ」

　途端に湧いてくる、脳みそがとろけるような刺激。ペニスの快感はわかりやすい上に強烈だ。唾液でぬらした指で雁首や裏筋をにゅるにゅると弄られると、電流が走ったみたいに腰がひくついてしまう。文字通り腰砕け。

「テレビ面白い？」

　飯島が問う。だからこんな状況で見れるわけねえだろ！　でもそれを認めるのは悔しいので語調を強くして言い返す。

「……ッおもしろい！」

「へえー？」

　おかしそうに飯島が笑う。

　彼はソファのクッションに手を伸ばすと、下からローションのボトルを取りだした。括約筋に垂らされて、滑りがよくなったところを指で解される。あー、ここ、飯島と出会うまではただの排泄器官だったのに、今となってはとろけるような快感を拾う立派な性器だ。

「う……ッひ……ぁう、ん……っ」

　前立腺をしっかり擦りながら指を抜き差しされて、だんだん快感に目を開けているのもつらくなってくる。指を出したり入れたりされるたびに、我を忘れるような気持ちよさが中から湧いてきてより一層貪欲になってしまうんだ。もっと、もっと、ってねだりたくなる。

　指よりも太くて長いものを入れて欲しい。俺の奥の方を突いてくれるやつ。

「んぅ……、ひ、あ……っ」

　勃起したペニスの根本をぎゅっと手で握りこまれた。射精できないようにきつくそこを絞りながら尿道口を擦られて、強い刺激にいよいよ浮かべていた涙がこぼれて落ちる。あーもーなんでこんな我慢比べみたいなことしなくちゃならないんだ。

「こっち向きなよ」

「うる、ッさい……っ」

「意地っ張り」

　俺の右耳にぴったりと唇を押しつけて、飯島が耳元で囁く。

「ねえ俺の方見て、……英ひで臣おみさん」

　冗談でなく鳥肌が立った。うわ。うわあ！

　突然の名前呼びにさすがに視線を彼の方へ戻す。とっさに囁かれた耳を手で覆い隠してしまった。してやったりとばかりに俺と目が合った飯島が笑う。

「やった、俺の勝ち」

　えっ、いつの間に勝負事なんかになってたんだ？

　溶けかけた頭で呆けていたら、急に脚を高く持ちあげられて大きく開かされた。

「ちょ、え、嘘」

　振り返って彼を見る。

　なだめるみたいに生え際にキスをされた。

　俺の腰を持ちあげた飯島が、後腔にペニスの先端を宛てがう。

「待っ、早いって、はや……ぁ、あ、ア！」

　ローションの滑りを借りて、にゅるっと性器が中に入ってきた。あっという間に根本まで滑りこまされて思考が停止する。あっ、あー、だめ、だめ。急な刺激に目の奥がちかちかと瞬いた。心の準備ができていないまま挿入されたせいで、いつにも増して強く輪を締めつけてしまったけど、でも全然力を抜くことができない。

「きっつ……」

「ッは……ぁ、んぅ、あ……っ！」

「……英臣さんへーき？」

　だからなんなんだよその呼び方！　火照りすぎて頬どころか首もとまで熱い。

「大丈夫？」

「も、ちょっ、と……ッ待、って」

「ん……」

　気遣うように飯島が俺の髪を撫でる。

　閉じていた目を開いたら、心配そうな表情を浮かべた飯島が見えた。おいおい無理やりプレイじゃなかったのかよ。そこがこいつのいいところではあるんだけど。強引なセックスが好きなくせに、俺の体に配慮するあまりいまいちその嗜好を貫けない。

　結局は過剰なくらい優しいやつなんだ。

「ん……もう、だいじょうぶ……」

「動くよ」

　ぎし、とソファの軋む音が響いた。飯島が緩やかに腰を使いだす。

　指とはまったく違う、丸みを帯びた熱い質量が腹の中を出入りするたびに、背筋が戦慄くような快感があふれて俺を満たす。そう、これ、これが欲しかったんだ。体と一緒に心まですっかり満たされる。

「あっ、ん、ッひ、ぁ」

　固いのに柔らかいペニスに中を突かれる感触が気持ちいい。押しこまれると不思議と安心して、出ていくと魂まで一緒に引き抜かれたようで少し不安な気分になる、独特の感覚。まるで自分自身を奪われるようだ。

　頭上から荒い息づかいと一緒に、飯島の感じ入った声がこぼれ落ちる。

「あー……最高……」

　とんとんとリズミカルに腰を揺らしながら、そう彼が言った。俺の内側にある柔らかい部分を勃起したペニスで何度も突いて貪むさぼってくる。亀頭のくびれが前立腺の辺りを引っ掻くように擦るたびに、体中が気持ちよさで燃えてしまいそう。

「痛、くない？」

「ん……ッへ、いき……きもちい」

「よかった……」

　言って、笑いながら飯島が俺にキスをくれた。唇を合わせて、舌を伸ばして、唾液でぬるぬるした柔らかい感触を互いに味わう。彼の吐息を吸いすぎてすぐに俺は酸欠になってしまった。

「ねえ、今日から、さ」

「うぁ、ッん、あ」

「英臣さん、って、俺呼んでいい？」

　今にもイきそうな顔で飯島がそう告げてきた。なんだかよくわかんないけど、やけに彼が神妙な表情をしているのでとりあえず頷いておく。慣れてないからか、名前で呼ばれるだけでも興奮してぞくぞくした。

「う、ん、うん」

「ッあー、もうだめ……っ」

　夢中で腰を振りながら飯島が俺の両手を引き寄せた。指を互い違いにして繋ぐと、すぐにめちゃくちゃな力で握りこんでくる。痛い痛い折れる馬鹿力。叩きこまれるように性器を中に押しこまれた後、か細い声を漏らしながら彼は射精した。腹の奥の方で心臓の鼓動みたいな脈動を感じる。

　キスをねだったら、荒い吐息ごと中に注ぎこまれた。

　あー、幸せ。

　繋がったままの結合部からじんわり溶けて、互いの境目を見失いそう。

　ひとしきり幸福感を堪能すると、俺は飯島の頭をがっしりと両手で鷲掴みにして問い詰める。

「おまえ職場でなんか名前のこと言われたな？」

「うっ……」

　困った顔で彼がうめく。ほらやっぱり、おかしいと思ったんだ。

「いや、その、まあ確かに言われたっていうのもあるけど、でもいい加減名字呼びも卒業する頃かなーって。……嫌？」

　上目遣いで飯島がつぶやく。やめろその卑怯なわんこ顔。

「別にいいけど、だったら呼び捨てにするとかさ」

「えーでも年上だし」

　そういうところは気にするのかよ。

　名前にさん付けなんて、生まれてこのかた誰からも呼ばれたことはないぞ。嫌悪感があるわけではないけど気恥ずかしさで全身がむずむずしてしまう。

「なんか雅みやびな名前だよね、英臣って」

「俺んち、男はみんな父方のじいさんにちなんだ名前でさ。じいさんが英ひで生おだろ、親父が英ひで人とで、兄貴は英ひで博ひろ、そんで兄貴の子供が英ひで輝き」

「へえーすごいね」

　ちなみに実家の母親と、七つ離れた兄貴は未だに俺のことを「ひーちゃん」などという羞恥極まりないあだ名で呼んでいたりするのだが（兄貴は「ひで君」なのになんで俺だけちゃん付けなんだよ納得いかねえ）、飯島にバレたらまず間違いなく面白がって呼んでくるから黙っておく。

「ねえ高野さんも呼ん……、あ」

　しまった、という顔をして飯島が言葉を切る。自分から宣言しておいて、なに早速間違えてんだこいつは。罰として鼻を摘まんでやる。

　長いこと名字で呼び合ってきたから、抜けるまで一苦労だなこりゃ。

「次間違えたら罰金な」

「えー……いくら？」

「千円」

「えっぐ……」

　呻きながら飯島が俺の上に倒れこんだ。重い！

「ねえねえ、英臣さんも、早く」

　そうだらしなく笑いながら彼がねだる。恥ずかしいやつだなーもー。

「……おまえの下の名前なんだっけ」

「ちょっと」

「嘘。じょーだん」

　彼の額にキスをして、照れてにやける顔を隠すために力一杯抱きつきながら、耳元で静かに囁いてやる。

　愛してるよ拓たく也や、って。

　そうしたら彼は嬉しそうに笑いながら俺にしがみついて叫んだ。

「あーもう！　大好き高野さん！」

　はい、拓也くん、罰金千円。





ふたりで一緒にどこまでも







　付き合い始めて三年が経つにもかかわらず、いわゆる典型的なデートスポットというやつに俺と拓たく也やはあまり出かけたことがない。遊園地、動物園、水族館、映画館、カラオケ、花火大会などなど。ビアホールは散々行ったんだけどな。おっさんか。いや今年で三十になるから俺は本当におっさんなんだけども。

　とはいえ、年下の恋人はまだ二十五歳。しかも向こうは俺が初めての交際相手だって言うんだから、このまま初う心ぶで甘酸っぱいデート体験をまったく味わわないまま、彼を俺同様おっさんにさせてしまっては可哀相だ。

　そういうわけで、ささやかながら温泉地での一泊旅行を拓也に提案したところ、俺の予想以上に彼は喜んで誘いに乗ってきた。しまったな。この反応を見るに、間違いなく彼は今まで俺に多大なる遠慮をしていたに違いない。悪いことをしたとさすがに反省する。

　記念すべき初旅行の行き先は栃とち木ぎ県の鬼き怒ぬ川がわ温泉。本当は前にテレビで見た屋や久く島しまに行きたかったんだけど、調べたら都内の自宅から片道六時間以上掛かることが判明したので泣く泣く諦めた。俺も拓也も仕事が忙しすぎて一泊しかできないからだ。アクセスしやすい熱海あたみだとかを選ばなかったのは、縄じょう文もん杉すぎが見られないんだったらせめて森を感じたいという俺の強い要望からである。

　特急電車に揺られること二時間。まずホームに降り立った瞬間の空気が違う。さほど都心から離れている感じもしないのに、緑豊かな山に囲まれているというだけで吸ったそばから澄んだ空気が肺に染み渡ってくるんだ、まじで。あ～自然最高。

「おまえはいいよなー実家北ほっ海かい道どうだもんな」

　駅前で予約した旅館の送迎バスを待ちながら、隣に立つ拓也の背中を何度かつついて俺が言う。すると即座に彼が俺の脇の下をくすぐってきたので、「ゎひっ」などという意味不明な悲鳴を上げてしまった。はっず。

「いや札さっ幌ぽろの都心部だし、想像するほどじゃないと思うけど」

「それでも都内よりは多いだろーが」

「うーんまあ……あれ、英ひで臣おみさん実家東京だよね？　どこだっけ」

「大おお田た区」

「大田区の？」

「え、田でん園えん調ちょう布ふ」

　そう俺が答えた瞬間、拓也の顔が硬直した。ん？

「なに」

「え？　いや……田園調布ってすごいね」

「特にすごかねえよ普通だ普通」

「いやいやいやいやそんな馬鹿な」

「おっ、バス来たぞ」

　引きつった顔で「やばい身分の差が……」などと小さな声でぶつくさつぶやく拓也の背中を押して、到着したマイクロバスに一緒に乗りこむ。うるせえな気負うほど大して変わんねえよ別に。

　俺たちが列の先頭だったこともあって、空気を読んだ拓也は一番奥の座席を選んで腰かけた。おかげで温泉地の客層をよくよく知ることができたわけなんだけど。

　男二人組が俺たちしかいない。まじか。

　一番多いのが老夫婦で、その次に多いのが母娘の二人連れ。そこそこ値の張る宿なせいか三人以上のグループは一組もいなかった。子連れすらいない。自分たちが浮きまくっていることに今更になって俺は気付いてしまった。男の二人旅ってそんなに少数派だったのか。まあ確かに自分が行くかと問われれば、男友達と出かけるにしたって二人きりはさすがにない。

　チェックインの時、俺たちどう見られるんだろうか。

　まあ部屋は一応ツインだし、さすがに気にしすぎかな。

「酔った？」

　俺の顔を覗きこみながら拓也が問うてくる。

　急に黙りこんだせいだろう、彼は本当に心配してくれているようだった。電車もそうだけど俺は乗りもの全般がそんなに得意ではなくて、もちろんそのことを彼はよく知っている。

　そういえば旅館を選んだのは俺だけど、実際に予約を取ったのは拓也だったな。彼が自ら「じゃあ予約の電話は俺がするよ」と言いだしたんだ。今思えば俺に気を遣ってくれていたんだろう。付き合い始めた頃に色々あったからな。

　今まで人目に触れるようなデートに誘ってこなかったのだって、もしかしなくてもそういう配慮を彼がしてくれていたからなんだろう。なんて優しいやつ。

　俺にはもったいなさすぎるくらいだ。本当に。

「いや、大丈夫」

「そう？　無理しないでよ」

「……おう」

　こっそり手を伸ばす。

　無造作に膝の上に置かれていた拓也の手をたぐり寄せて、互いに並んだ太腿の間に持ってきた。そっと指先だけを上から重ねる。彼は少し驚いたようだった。でも間があったのは一瞬だけで、拓也はすぐに俺の手を握り返してきてくれる。まるで想いに応えるようにしっかりと。

　繋いだ手は柔らかくて温かい。というか熱いくらいだ。お互い少し緊張していたせいかな。さすがに付き合い始めた頃のように、彼との関係を知られることに恐怖するようなことはなくなったけど、それでもやっぱり男同士が外で手を繋げるほど自由な時代とは思えないから。

　バスが止まる頃には、二人揃ってすっかり手のひらが汗ばんでしまっていて、手を離して顔を見合わせた瞬間、拓也から照れたような笑みが漏れる。

「やっぱりまだ慣れないね」

　そうバスから降りたところで彼がつぶやいたので、俺はしっかりと目を見ながら返事をした。

「じゃあ慣れるまで続けよう」

　ぎゅっと一度だけ拓也の手を握って、すぐに離す。

　とりあえず今はこれだけ。

　諦めないで続けていれば、俺たちの周りだって、俺たち自身だっていつか変わっていく。二人で出かけることも、手を繋ぐことも、今よりもっと自然にできるように、変わっていきたい。
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　チェックインをして案内された部屋は、小さな露天風呂が付いたモダンな和室で、セパレートタイプのローベッドと、ガラス張りになったテラスのような場所に檜ひのきでできた浴槽が備えつけられている。

「うわーすごい、入り放題じゃん」

　テラスの扉を開けながら拓也が興奮気味にそう言うので、俺は「だからここ選んだんだろ」と少し笑ってしまった。可愛い。まるで飼い犬だな。全力で尻尾を振っているのが見える。

　露天風呂からは一面に広がる森と連なる山々が見える素晴らしい景観で、拓也は入浴前から早くも「あー来てよかった！」と満足そうに連呼していて面白い。俺は荷物を置いてベッドに腰かけると、半笑いになって彼に言った。

「そういうのは風呂入ってから言えよ」

「あ、そうか」

　なんか初めて一緒にラブホテル行った時を思いだすな。あの時も彼は部屋に着いて早々似たようなことを言っていた気がする。

「これからどうしようか」

　俺の隣に腰かけながら拓也が言った。時刻は三時過ぎ。昼食は済ませてあるし、観光は明日の午前中に日光へ移動する予定だったので、何かしようにも七時の夕食まで旅館周辺を軽く散策するくらいか。あと風呂。

「大浴場もう行くか？」

　そう俺が問いかけた直後、拓也が俺の腰を抱き寄せてキスをした。

　軽い戯れで済まなさそうな気配は、俺の尻を撫でる手つきから容易に感じとれる。案の定すぐに彼の口は開いて、軽く俺の唇を舐めてからぬるっとした舌を口内に忍ばせてきた。

「おい」

「うん」

「今来たばっ……ッおい」

「うん」

　うんじゃねえ。

　唾液を注ぎこむような勢いに任せて押し倒された。

　いつもと違う小綺麗な部屋。静寂と畳の香り。本来違和感は緊張を生むはずなのに、恋人との初旅行という状況ではただただ性的興奮を加速させるスイッチでしかない。息が上がるような口付けに俺までつられて変な気分になってきた。でも着いて早々セックスするとか、さすがに情緒に欠けるような気がするんだけど。

　とうとう拓也が俺の上に跨ってきた。瞬間。

「失礼いたしますー」

　玄関の扉がノックされて、ふすまの向こうで部屋の扉が開く音がした。拓也は飛びあがるように俺から離れると一目散で部屋の対角まで遠ざかる。大袈裟すぎるわ。

　とはいえ俺も急いで捲られたシャツの裾を正す。あぶねーあぶねー、情緒とか以前に倫理的にアウトな展開になるとこだった。

「はい、どうぞ」

　俺が返事をすると、ふすまが開いて着物姿の若い仲居さんが現れた。にこにこと笑顔で挨拶をしながらてきぱきとお茶とお菓子の用意をしてくれる。俺がちゃぶ台まで移動したら怖ず怖ずと拓也もやってきた。

　仲居さんは俺たちの食事や布団を敷く時間を説明してから、浴場や館内の案内を簡単に済ませると、俺たちの間柄についてとやかく言う気配も見せず、やはり笑顔のまま丁寧なお辞儀をして部屋を去っていった。プロだ。

　ずずず、と用意された緑茶を飲んで、拓也に言う。

「……大浴場行くか」

「うん。あっ、いや待って、ちょっと話が」

　ん？

　なんだか真面目な表情に変わった拓也が、姿勢を正して俺の方を向く。

「えっと、俺ゲイだけど、別に温泉来れてラッキーとか、えーっとつまりその……大浴場で男の裸見れて嬉しいとか、そういうのないからね」

　ああ、そういうことか。

　なかなかナイーブな話題を振ってきたので、俺も持っていた湯飲みを置いて背筋を正した。

「わかってるよそれくらい」

「だったらいいけど……英臣さん、たまに斜め上の勘違いして勝手に思い詰めるから、ちゃんと言っとかないとさ」

　うわあー思い当たる節がありすぎる。付き合う直前もそうだったな俺。

「せっかく旅行に来たのに喧嘩とかいやだから」

「うん。……ありがとな、話してくれて」

　そう言って拓也の頬にキスをする。彼もすぐ俺の頬に返してくれた。

「……まあひとつ気懸かりがあるとしたら、あれかな」

　渋い顔をして拓也が言う。

「英臣さんの裸を他の男に見られるのは癪しゃく」

　アホかこいつは。

　俺が薄ら笑いを浮かべたら、拓也はひどく恥ずかしそうな表情を見せた後、「最後のはやっぱ言うんじゃなかった……！」と悔しそうな声で呻うめいた。可愛いやつ。

　妬くのはしんどいけど、でも妬かれるのはなかなか気分がいいな。
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　心ゆくまで大浴場を堪能した後、浴衣に着替えて館内を少しうろついて、それでもまだ夕食まで時間があったから、売店で酒とつまみを買って一足先に部屋で飲み始めることにした。

「せっかくだから、あれやろうぜ」

「んーなに？」

「露天風呂入りながら日本酒飲むやつ」

　そう俺が答えたら、拓也もわくわくした顔で同意してくれた。「飲みすぎないでよ」と俺に釘を刺すのも忘れてなかったけど。

　手早く買い物を済ませると部屋に戻り、酒とバスタオルの用意をしてテラスに移動する。着ている浴衣を互いに脱がせ合うのが意外に楽しい。下心なんてなかったはずなのに途端に不ふ埒らちな気持ちが湧いてくる。拓也はがっしりとした体つきをしているから、浴衣姿が様になるったらなかった。これはエロい。

　湯船の大きさは、単身者用のワンルームにある風呂と比べると結構広くて、二人で入っても充分伸び伸びできる。湯加減も見晴らしも文句なし。買ってきたのは栃木県産の地酒ですっきりとしていて飲みやすい。露天風呂にはぴったりだな。おちょこがないから、器は部屋にあったお茶用の湯飲みで風情には欠けるけど。

「あー……最高、天国だ……」

　拓也を背もたれにするような体勢で寄りかかると、彼の肩に後頭部を乗せる。自然の中の露天風呂を満喫しながらうまい酒が飲めて、さらには入浴中に人目を気にすることなく恋人と密着しまくれるんだから素晴らしい旅館だなここは。

　ちゅ、と音を立てて、拓也が俺の後ろ首にキスをした。軽く噛まれた後しゃぶるように舐められる。

「こら」

「んー？」

「待て、飯食ったら好きにさせ、て、やるから……っ」

　拓也の手が俺の上半身をまさぐって、指先が少し硬くなった乳首に伸びた。お湯の中で弄られているせいかいつもより気持ちいい気がする。それとも浴衣を脱がせた時に芽生えた下心が原因か。でもかっこよかったんだから仕方ないだろ。

　コスプレと言い切るほど物珍しい格好ではないけど、でも拓也の浴衣姿なんて妄想もしたことなかったから新鮮だったんだ。

　大体、浴衣ってなんか隙があるというか、隙間が多いというか、洋服と違って無防備だからついついエロい方向に想像がいってしまう。帯さえ解いてしまえば一瞬で下着姿になるから、脱いだり脱がしたりって考えに及ぶのは自然じゃないか。

　帯を解かれながら抱き寄せられて「入れたい」なんて囁かれたら、興奮しないでいる方が無理だろ。

　……やばい、もう考えるな勃起する。今は特にまずい。

「ッん、ぅ……、ひっ」

　危うく喘ぐ寸前で息を詰めてやり過ごした。気をよくした拓也が俺の前に手を回して、開いた太腿の内側と膝頭を往復するように撫でていく。それだけでも結構気持ちいいのに、彼がさらに手を伸ばしてゆるゆると穴まで揉みだしたところで、さすがに堪えきれずに甲高い声を上げてしまった。慌てて口を塞ぐ。

「と、隣に、聞こえる、ッて」

　小声で必死に訴えたら、拓也が俺の耳を舐めながら囁いた。

「聞かれたら恥ずかしい？」

　当たりめーだろ馬鹿、ばか！

　動揺しすぎて俺は持っていた湯飲みを湯船の中に落としてしまった。あーもー空だったからいいけどさ。いやいやよくはないな。一応部屋の中とはいえここは半屋外なわけで、さすがにそんなところでおっぱじめるわけにはいかない。

「だ、めだ、って……ッ」

「ちょっとだけ。ね？」

「ひゃっ！」

　急に顎を押さえられたかと思ったら、襟足を甘噛みされて鳥肌が立った。そのまま跡が付かない程度に吸われたり舐められたりしながら、お湯で柔らかくなった括約筋や陰嚢を優しく揉みほぐされる。だめだこれ気持ちよすぎ。

「や、めろって、だからっ」

「英臣さんおいしい」

　俺は食いもんじゃありませんけど!?

　体を捻って逃れようとしたものの、拓也がそれを許してくれない。腰を掴まれて無理やり固定される。くそ。しかも中途半端に俺が動いたせいでバランスを崩して、彼に縋りつくような格好になってしまった。何を勘違いしたのか縁を揉むだけに留めていたはずの拓也の指が、にゅぷっと俺の中に入ってくる。違う違う違うそういうつもりじゃない、こうしないと沈みそうなんだって！

「おいまじでやめろって言っ──」

「あっ」

　後ろを振り向こうとした瞬間、とっさに手をつく位置を間違えた俺は、物の見事に頭のてっぺんまでお湯の中にざぶんと沈んでしまったのだった。

　こいつ絶対後で殴る。
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　部屋で懐石料理を食べ終えて片付けも済み、食休みの間に暇つぶしで付けていたテレビの電源も消したら、部屋の中は唐突なくらい急に静まりかえった。わずかに聞こえるせせらぎのような音はテラスにある露天風呂からだ。

　部屋の電気を半分だけ消して、拓也と二人で窓際に近い方のベッドに上がる。その瞬間、土下座のポーズをした彼が深々と俺に向かって頭を下げてきた。

「先程はあの、はっちゃけすぎてすいませんでした」

「わかってるならよし」

　なんでこいつ毎回風呂場で盛るかな。既視感が半端ない。

　謝罪の儀式を終えて頭を上げた拓也がゆっくりと近づいてくる。愛おしげに俺の頬を指で撫でて、そのまま彼が浴衣を脱ぎながらキスをしてこようとしたので、俺は手のひらで向こうの唇を覆ってそれを阻んだ。

「んぶっ……なに？」

「たまには俺のリクエストも聞けよ」

　そう俺が告げたら、拓也は優しく笑って「いいよ」と返事をすると、俺の頬や首筋に口付けてくる。

　まあ特にこれがしたいっていうプレイがあるわけではないんだけども。ただこいつがとりわけセックスに関しては非常に個性派なせいで、交際を始めてからというものの俺は新しい性の扉を片っ端から開けまくっているような状態なので、ここはひとつこちらの希望も汲んでほしいところである。

　それにこのまま拓也の好きにさせると、向かいが森で人目がないのをいいことにありとあらゆる羞恥プレイを仕掛けられそうで恐ろしいし。

「たとえば？」

「まず浴衣を脱ぐのは禁止」

　そう告げたら、彼は少し照れたようにはにかんで「はい」と小さく返事をし、脱ぎかけていた浴衣を整えた。せっかくこんなおいしい格好をしているのに真っ先にそれを取り去ろうとするとか、まるでフェチズムを理解してないやつだな。

「それから？」

「えーっと」

　早速言葉に詰まってしまった。

　だから俺の性癖はごくごく一般的でありふれたものなんだって、こいつと違って。手を繋いでキスをしながら挿入されるだけで、意識が飛びかけるほど感じてしまうくらいなのに。とはいえ自分から言いだした手前今更引きさがるわけにもいかない。どうしたものかと困りながらも必死で考えてなんとか口を開く。

「や」

「や？」

「……や、優しくして」

　何を言ってんだ俺は！

　告げてから羞恥を自覚したので、瞬く間に頭の中が真っ白になってしまった。口走るにしたってもっとましな台詞はなかったのか。照れまくる俺を見て、拓也はなんだか楽しそうだ。

「いつも優しくしてるつもりだけど」

「あ、それは、その」

「足りなかった？」

「いや、足りてる……んっ」

　顎を持ちあげられて、露わになった喉に舌を這わされた。

　柔らかい熱源が唾液のぬめりを利用して、俺の首回りを行ったり来たりねちっこく蹂じゅう躙りんしていく。敏感な耳の下だとか鎖骨をゆっくり舐められると、それだけで肺が震えて吐息がおかしくなった。つい喘ぐのを我慢してしまうから呼吸のリズムが崩れるんだ。

　正直、始まったばかりの前戯は未だに少し気恥ずかしい。普段自分に貼りつけている男としての矜持だとか年長者としての威厳を、恋人の手によって何もかも剥がされるには開き直りが必要で、少し時間が掛かる。体と一緒に心まで丸裸にされるのは快感であると同時にまだどこか怖かった。

「んっ、ふ……」

　浴衣の裾を除けられて、膝や太腿をゆっくり撫でられる。

　当然拓也の手は俺の股間にまで伸びて、下着の上から性器に触れてきた。輪郭を確かめるような手つきでわずかに膨らんだペニスを撫でられる。

「う、あっ」

　同時に襟元の隙間から、するりと彼の大きな手が侵入してきた。緩慢な動作で平らな胸を揉まれたものの、なぜか肝心の乳首には触れてくれない。指先で乳輪をかすめるだけだ。下半身もそう。ペニスを撫ではするけど扱いてはくれない。

　もどかしい刺激に身をよじったら、拓也が意地悪そうに笑って口を開く。

「どうしてほしいかちゃんと言って？　英臣さん」

「さ、触って」

「今も触ってるけど」

　あーもーこいつの性癖どうにかしてくれよ誰か。

　俺は俺で順応してしまったというか、彼に優しく言葉で責められるとぞくぞくする体質になってしまったわけだから、拓也の罪は本当に重い。

「優し、く、しろって、俺言っ……！」

「え、優しくない？　これ」

　そう言って拓也がますます慎重な手つきで俺の体を撫で始めた。そういう意味だけどそういう意味じゃねえし、むしろそんなに優しすぎるのは逆に毒だろ！

「や、さしい、けどさ」

「不満？　じゃあどうしてほしいか言ってごらん」

　子供を諭さとすような物言いをされて、癪なのにめちゃくちゃ興奮してしまう。年下に手玉に取られるのが快感なんて、とてもじゃないけど公言できない。ああ、なるほど、これが俺の性癖か。こんなの絶対誰にも言えない。沽券に関わる。

「ほら、英臣さん」

　拓也が催促するみたいに、俺の唇に触れるだけのキスをしてきた。これもういつもの淫語プレイと変わんなくないか？　体中が熱くて火照ってる。

「……ッん、乳首、を」

「うん」

「触って、さわっ、ぁ、あ！」

　ねだった瞬間、浴衣の襟元をはだかれて乳首にしゃぶりつかれた。全体を口に含みながら軽く吸いついて、刺激されて硬くなった先端を舌でちゅるちゅると舐めてくるのがたまらない。反対側の乳首は指先で押し潰すようにこねられた。

「あ……ッア、ぁ、んぅ」

　めちゃくちゃ気持ちよくて勝手に声が漏れる。恥ずかしいのに止められないんだ。喘ぎ声と一緒に強烈な性感が湧いてきて、今にも体から溢れてしまいそう。じんわりと腹の底が熱くなって、自分じゃ届かない奥の方が痺れて溶ける。今すぐ乱暴に掻き回してほしい。

　男の乳首なんてなんのために付いてんだよって思ってたけど、こいつのせいで知ってはいけない使い方を俺は学んでしまったわけだ。

「んぁ……ッう、ひっ」

　じゅっと強く吸われながら脇腹を撫でられて背筋が反る。くすぐったいのか気持ちがいいのか段々わけがわからなくなってきた。鳥肌が立ったせいで余計に乳首が硬くなり感度が増す。

　体の内側が疼いて苦しい。お願いだからさっさとペニスに触れてほしかった。そんな俺の胸中を見抜いたのか、拓也が静かに俺に尋ねてくる。

「触ってほしい？　ここ」

　拓也の手が胸から下半身へ移る。自分のペニスが射精寸前まで勃起していたことに触れられたことで初めて気付いた。勃ちすぎたせいで下着の中に収めているのが苦しいくらい。うっすら涙目になりながら懸命に首を縦に振ったら、拓也は「じゃあ脱がしてあげる」と言って俺の帯に触れてきた。

　焦らすような速度で帯を解いている間も、拓也が執拗なくらい俺の乳首を舐め続けるので、吸われるたびに甲高く喘いでしまって恥ずかしい。そのまま浴衣も脱がされて、肌寒さでまた一層乳首が硬くなる。

「上も下もすごいことになってるよ、えっちだなあ」

「ッあ、う……ひっ」

「ねえどうされたい？　手がいい？　それとも口でしようか」

　発散しきれずに溜めこみ続けた性欲で爆発しそうだ。追い打ちをかけるように言葉で責められて、理性がどろどろと溶けてこぼれ落ちていく。

「い、れて、もう入れて……ッ」

　震える声で請うた瞬間、涙までこぼれてしまった。

　でも俺の必死の懇願に対し、彼は微笑むだけで何もしてくれない。

「それはまだだめ」

「な、んで、なんでっ」

「英臣さんに優しくしたいから」

　ああもうなんてことをさっき自分は言ってしまったんだよ、後悔が半端ない。

　俺の下着を脱がせた拓也が、耳元で静かに「四つん這いになって」と囁く。抗うだけのまともな思考力はすでに粉々にされているので、疼く内側を早く愛してほしいという思い一心で言う通りに従った。

　拓也の指が俺の背筋をなぞる。

「んっ……ひ」

　彼の熱い手のひらが背中を撫でまわして、時折指先でくすぐるように性感帯を刺激してくる。めちゃくちゃ気持ちよくて体からどんどん力が抜けていった。なんでもいいから入れてほしくて、拓也の手が俺の下半身を撫で始めたところで彼に向かって尻を突きだす。

「もう無理、も、ぉ……やだっ」

「我慢できないの？」

「入れろって、いれて……ッおねがい」

　ほとんど泣きながらそう頼みこんだら、尻の割れ目にどろっとした冷たい感触が垂れてきた。ローション。すぐに括約筋に塗り広げられて、ついでのように指が中の浅い部分に入ってきたものの、彼は気持ちのいい部分をかすめてもくれないし、抜き差しすらしてくれない。

　我慢しきれず尻を高く上げる。指だから太さも長さも物足りないけど、なんでもいいから腹の中を掻き混ぜてほしくて自分の方から腰を揺らした。ローションのすべりを借りて穴を出入りする気持ちよさに、焦れていた性欲が少しだけ満たされる。

「んぅ、あっ……ッあー、あ」

　途中で拓也が指を二本に増やしてくれた。太さと一緒に快感も増す。

「は、ぁ……あっ、ア」

「英臣さん、俺の指気持ちいい？」

「あっ、ぅ、き、もち、いい……っ」

「なんかオナニーしてるみたい。お尻されるの好き？」

「す、き、すき」

　素面だったらとてもじゃないけど言えないような台詞が、ぼろぼろと口からこぼれていって、言わされているという状況にますます興奮してしまう。

「じゃあもっとよくなろうか」

　そう言って拓也が俺から指を抜いた。

　直後、ローションですっかりどろどろになったその場所に、覚えのある丸みと弾力が当たる。勃起した太い性器が括約筋を押し広げて、そのままにゅるっと腹の奥まで入りこんできた。

「～～～ッ、は……っ！　ぁ、ア！」

　体から力が抜けない。危うく息をするのを忘れるところだった。

　でも欲しくて欲しくてたまらなかった部分にようやく届いて、性器でみっちりと埋まる感覚は震えるくらい甘美で泣けてくる。

　拓也はなだめるように俺の腰を撫でてから、じわじわとペニスを抜いていった。先っぽまで全部抜ききってしまっても、いとも簡単にまた挿入できる性器の強靱さにはいつも惚れ惚れとしてしまう。

「あー……なか、溶けそう、すごい」

　感じ入った拓也の声が降る。

　すると今度は、抜いた時の緩慢さが嘘みたいな激しさで、ずぷっと長い幹を根本まで差しこまれた。俺の腰を乱暴に押さえつけながら、彼が貪るように性器を出し入れしだす。時折根本まで埋めた状態で小刻みに奥を突かれて、俺の目から涙が勝手にぼろぼろとこぼれ落ちた。あ。あ。だめだ。それ。揺さぶらないで。自分じゃ絶対届くことのない奥を間断なく刺激されて頭が快感で沸く。

「あっ、ぁ、あー！」

「ん……っ」

　とうとう俺は我慢しきれず射精してしまった。シーツに縋りついて息を止め、ペニスが入ったままの穴をぎゅうぎゅうに締めつけながら、断続的に精液を吐きだす。全部出しきるまでうまく息が吸えなくて、そのせいで何度か咳きこんでしまった。

「ごめん！　英臣さん平気？　大丈夫？」

「ん……？」

　快感の波が去りきる前に、慌てた様子で拓也が俺からペニスを抜いた。俺をシーツの上に横たえて顔を覗きこんでくる。

「優しくするって話だったのに、俺……ほんとにごめん」

　そう心配そうに言ってくる。俺は思わず噴きだして彼の頬を撫でた。こっちは後ろだけでイっちゃうくらい気持ちよかったんだけどなー、気付いてないわけないだろうに、そんなに俺のことが大事か。

　仰向けになって俺に覆い被さる拓也の上半身に触れる。着崩れた浴衣と、隙間から見えるじんわりと汗を掻いた素肌はひたすらエロい。

「平気。それよりせっかく浴衣着てんだから、ちゃんとそれ見せてくれよ」

　そう言って彼に笑いかける。

　拓也は欲情しきった目で俺を見つめると小さく頷いた。

「うん」

　すぐに互いの唇が重なって、自然と舌が絡まり合う。両足を開かされて正常位の体勢で再びペニスを挿入された。

「んぐっ……ん、む」

　インターバルがあったのに拓也の性器はがちがちに硬いままで、これ以上待つ余裕はないのか、俺の口内をめちゃくちゃに荒らしながら夢中で腰を振りだした。彼の吐く息を吸いすぎて酸欠になりそう。でも必死で息を吸おうとする俺を見て、拓也はますます興奮しているみたいだった。

　ペニスの快感に没頭しながら「可愛い、好き」と繰り返し彼がつぶやく。俺は言われるたびにたまらない気持ちになって、何度も涙を滲ませながらきつく後ろの穴を締めてしまった。

　規則正しいピストンに、射精とはまた別の絶頂感が湧いて俺を攫う。

「……ッは、……は、ぁ」

「ん、ぁ、ア、んんっ」

「イ、きそ……もう」

「あっ、あ！　うぁ」

「イくよ……？　イ、く、いく、あっ」

　折れるんじゃないかってくらい強く俺の体を抱きしめながら、彼が射精した。先端が届く一番奥までペニスをねじこむと、精液を吐きだす脈動に合わせて緩やかに前後させてくる。気持ちが最も幸せで満たされる瞬間。

　最後の一滴を絞りだすまでたっぷり味わってから、拓也はまだ萎えきっていない性器を抜くと俺の隣に倒れこんで、呆けた顔でつぶやいた。

「お風呂……」

「……入りてーな」

「うん」

　二人揃って汗だくだ。どちらともなく顔を寄せてキスをする。

　貪り合うようなセックスの後は、充足感と達成感でいつも体中が溶けたバターみたいな気分になるな。

「休んだらまた一緒にお風呂入ろ」

「いいけど、さっきみたいに触るなよ」

「はーい」

　へらっと笑って答える拓也に思わず薄目になる。信用ならない顔だなまったく。

　まあ一番の問題は彼の性欲に抗あらがいきれない自分なんだろうけど。

「どうだった？　俺の浴衣姿」

　拓也が問う。にやにや笑っている彼を甘やかすのは癪だけど、だからといって誤魔化すのも馬鹿らしいから正直に言ってやった。

「……かっこよかった！」

　そう大声で答えて彼に抱きつく。

　拓也はありがとうの代わりに「大好き」と言って俺を抱きしめ返してくれた。
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